　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料３－２】
令和６年度OAC交流イベント報告

１　日　時：令和７年１月20日（月） 13時～16時30分
２　参加者数：62名　
【参加者の属性】
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３　アンケート結果　　アンケート回答数：56（回収率　90.3％）
①本日参加されて当てはまるものすべてに〇をつけてください（複数回答）
	回答
	回答数

	今まで知らなかった機関や団体、自助グループの人と知り合えた
	41

	すでに知っている機関や団体、自助グループの人との関係がさらに深まった
	20

	特に得るものはなかった
	　1

	その他
	　0


　（無回答　４）　　　　　　　　　　
②参加した満足度
	回答
	回答数
	割合

	大変満足
	40
	71.4％

	やや満足
	12
	21.4％

	やや不満
	0
	　0％

	不満
	0
	　０％

	無回答
	４
	７.1％

	計
	56
	





③講演会の感想　※主なもの
○女性の方特有の生きづらさも学べてとても良かった。また、先生が気をつけている事など、とても参考になった。
○依存症に至るまでのトラウマの話がよく理解できました。
○依存症について大変わかりやすく講話いただきました。アルコールだけではなく、他依存についても共通していると感じました。
○依存症という病気だけでなく、その根っこにある問題についても詳しく説明いただき、理解が深まりました。
○臨床での経験をもとに、先生が大事にしていることなどを知ることができ、大きな収穫になりました。対象者との関係性づくりを大切にしたいと思います。

④体験談とグループワーク・交流会の感想　※主なもの　
○貴重な体験談が聞くことができてよかった。様々な立場の方の意見を聞くことができてよかった。との感想が多数。
○いつ聞いても、体験談に勝る研修はないと考えています。身が引き締まる思いがします。
○とても皆さんが熱い想いを持っていることを感じた。
○自助Gが回復にいかに大切な役割をはたしているのかよく理解できました。OACのようなネットワークで日々つながり続けることの大切さがよく分かりました。
○つながり（機関や人）が回復には大切だと思いました。
○多くの方の体験談から、学びと力を得た。交流会では自助グループの取り組みや考え方、医療機関の思いなど様々な立場のお話を聞かせていただけた。
　
⑤全体を通しての感想　※主なもの　
○来年度もぜひ開催してほしい。
○テーブルをかこんで顔を見、表情を見ながらの会話に感動しました。
○この様なイベントに参加することで、様々な機関や団体、自助グループの方と知り合う機会が得られたので感謝致します。
○グループごとの交流だけでなく、もっと多くの方々との交流する時間もあると良いな、と感じました。
○普段会うことのない支援の方々との出会いが有り難いと感じた。
○盛りだくさんでしたが、とても充実した交流会でした。ありがとうございました。
○また参加したい。とくに体験談は本当に胸にせまりました。[image: ]
[image: ]
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                                                  つながり、ひろがる支援の輪 ～回復を信じてかかわろう～ OAC 加盟機関及び団体をはじめ、回復に向けた支援・サポートに携わる 機関・団体の方々が一同に集まる交流イベントを開催します。 参加者同士で交流し、顔見知りになり、 みんなでつながり、支援の輪をひろげていきましょう。              参加費 無料 大阪産業創造館 ４階 イベントホール 住所 ： 大阪市中央区本町 1 － 4 － 5 OAC 加盟機関及び団体の職員や会員 、 大阪府内で活動している自助グループメンバー 、 大阪府内に所属がある行政機関職員 、 医療機関職員 、 依存症の本人及び家族への支援を 行っている又は行う予定がある機関の職員 定員 80 名 ( 先着順） 令和６年度 OAC 交流イベント 令和 7 年 １ 月 20 日（月） 午後１ :00 ～ 4:30 《 12:30  開場 》 場所 対象    プログラム    講演：「女性と依存症～つながりと回復について～」 講師：医療法人聖和錦秀会 阪和いずみ病院 精神科医 角田 三穂子氏 OAC加盟機関・団体の紹介 体験談 ～ ギャンブル等依存症・アルコール依存症・薬物依存症の当事者・家族 ～ グループワーク ※ 当日、 OAC 加盟機関・団体のチラシやリーフレット配架コーナーを設置  1  2  3  4   
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                                                  申込方法 大阪府こころの健康総合センターホームページ「こころのオアシス」内にある 申込サイトから必要事項を記入してお申込みください。 ※ 定員に達し次第、締め切ります。 ※ 一所属あたりの参加人数が多数になる場合は、調整をお願いさせていただく場合があります。 ※ 参加される方お一人ずつお申込みください。所属まとめての申込みはできません。 https://lgpos.task - asp.net/cu/270008/ea/residents/procedures/  apply/343d2ee9 -f227 - 4572- b0c3 -7a365ec2b06b/start   アクセス     【申込サイト URL】     【 お申込みはこちら 】 申込締切：令和６年 12 月 20 日（金） 17 ： 00  お知らせと注意事項 Osaka Metro 堺筋線または中央線 「堺筋本町」駅下車 徒歩約５分 Osaka Metro  谷町線・中央線 「谷町四丁目」駅下車 徒歩約 10 分 ※ 駐車場は有料です 大阪産業創造館       ◇スペースに限りはありますが（ 1 機関、長机半分程度）、各機関及び団体を紹介する チラシやリーフレット等の配架や、ポスターの掲示が可能です。配架や掲示を希望さ れる機関及び団体の方は、当日受付までご持参ください。 ◇会場の撮影、録画や録音は御遠慮ください。 大阪アディクションセンター（ OAC ）事務局 《 大阪府こころの健康総合センター 相談支援・依存症対策課 》担当：中澤・引地 電話：０６－６６９１－２８１８（課直通） FAX ：０６－６６９１－２８１４ メール： kenkosogo- g25@sbox.pref.osaka.lg.jp  お問合せ先
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